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一　

は
じ
め
に

郁
達
夫
（
一
八
九
六
〜
一
九
四
五
）
は
小
説
で
女
性
を
描
写
す
る
際
、
顔
色
、
目
、
唇
、
鼻
、
え
く
ぼ
、
眉
、
顔
の
輪
郭
な
ど
の
外
見

的
特
徴
を
詳
細
に
描
い
て
い
る
。
拙
論
「
郁
達
夫
小
説
中
の
女
性
表
象

（
1
）

」
で
示
し
た
よ
う
に
、
そ
の
外
見
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
特
徴

を
有
す
る
。
一
つ
は
「
顔
の
西
洋
化
」、
も
う
一
つ
は
、「
病
的
な
美
」
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。

中
国
で
は
一
九
二
〇
年
代
後
半
よ
り
、
西
洋
文
化
の
受
容
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
美
女
の
観
念
に
変
化
が
お
こ
り
、
西
洋
女

性
の
容
姿
を
憧
れ
と
し
、
そ
れ
に
近
づ
こ
う
と
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
動
き
よ
り
も
一
足
早
く
、
郁
達
夫
の
一
九
二
〇
年
代
初
期
の
小

説
に
は
東
洋
人
離
れ
し
た
容
姿
の
女
性
が
多
く
登
場
す
る
が
、
こ
れ
は
、
大
正
時
代
の
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
郁
達
夫
が
、
西
洋
文
学
を

通
じ
て
「
同
時
期
中
国
国
内
に
い
た
人
に
比
べ
て
、
西
洋
の
新
し
い
思
想
や
文
化
を
い
ち
早
く
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
2
）

」
か
ら
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

一
方
、「
病
的
な
美
」
に
つ
い
て
は
、
郁
達
夫
小
説
に
お
い
て
一
貫
し
て
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
や
は
り
西
洋
文
学
の

影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
郁
達
夫
の
小
説
に
は
、
肺
病
を
患
っ
た
人
物
が
多
く
登
場
す
る
が
、
西
洋
で
は
、
十
八
、十
九
世
紀
に
ロ
マ
ン
主
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義
が
登
場
し
、
肺
病
の
ロ
マ
ン
化
が
一
気
に
進
ん
だ

（
3
）

。
し
か
し
不
健
康
さ
を
讃
美
し
て
い
た
の
は
西
洋
だ
け
に
限
ら
な
い
。
井
上
章
一
は

『
美
人
論
』
の
中
で
、
日
本
に
お
い
て
二
十
世
紀
初
頭
頃
ま
で
は
「
不
健
康
な
ほ
う
が
、
美
貌
も
か
が
や
く
と
い
っ
た
観
念
の
ほ
う
が
、

有
力
だ
っ
た
」
こ
と
を
述
べ
て
い
る

（
4
）

。

中
国
で
も
、
病
弱
な
女
性
を
美
し
い
と
す
る
美
意
識
は
、
遅
く
と
も
五
代
十
国
の
時
代
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る

（
5
）

。
唐
代
に
お
い
て

は
ふ
く
よ
か
な
女
性
が
美
し
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
中
国
の
歴
史
全
体
を
見
る
と
、
古
代
か
ら
痩
せ
て
い
る
女
性
が
美
し
い
と
さ
れ
、
郁

達
夫
の
生
ま
れ
た
清
代
に
は
、『
紅
楼
夢
』
の
林
黛
玉
の
よ
う
に
、
痩
せ
て
い
て
「
弱
不
禁
風
（
風
に
も
耐
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
か
弱
い
）
」

な
姿
が
美
女
と
し
て
描
か
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
郁
達
夫
は
生
ま
れ
育
ち
、
中
国
古
典
文
学
の
教
養
を
身
に
着
け
、
も
と
も
と
こ
の

よ
う
な
審
美
観
を
備
え
持
っ
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
西
洋
や
日
本
の
審
美
観
に
触
れ
た
と
き
に
、
相
乗
効
果
で
よ
り
い
っ
そ
う
は
っ
き
り
と

小
説
に
そ
の
審
美
観
が
反
映
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
二
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
郁
達
夫
の
小
説
に
は
「
病
的
な
美
」
の
要
素
が
減
り
、
か
わ
り
に
「
健
康
美
」
が
多
く
描
か
れ
る
よ

う
に
な
る
が
、
こ
れ
も
中
国
に
お
け
る
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
の
健
康
的
な
身
体
へ
の
憧
れ
が
強
ま
る
風
潮

（
6
）

に
合
っ
て
い
る
と
言
え
よ

う
。郁

達
夫
は
、
中
国
近
代
文
学
に
お
け
る
最
も
代
表
的
な
文
学
結
社
で
あ
る
創
造
社
の
結
成
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
創
造
社
は

一
九
二
一
年
六
月
に
東
京
本
郷
に
あ
っ
た
郁
達
夫
の
下
宿
に
、
郭
沫
若
、
張
資
平
、
成
仿
吾
、
何
畏
、
田
漢
、
徐
祖
生
ら
留
学
生
数
人
が

集
ま
っ
て
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
歴
史
は
一
九
二
九
年
二
月
七
日
に
国
民
党
の
弾
圧
に
よ
っ
て
創
造
社
出
版
部
が
封
鎖
さ
れ
、
解
散
に
追
い

込
ま
れ
る
ま
で
の
約
七
年
間
で
あ
る
が
、
そ
の
間
、『
創
造
季
刊
』、『
創
造
週
報
』、『
創
造
日
』、『
洪
水
週
刊
』、『
洪
水
半
月
刊
』、『
洪
水
週

年
増
刊
』、『
創
造
月
刊
』、『
新
消
息
』
と
い
っ
た
機
関
誌
が
刊
行
さ
れ
、
郁
達
夫
、
郭
沫
若
、
張
資
平
、
成
仿
吾
、
田
漢
、
鄭
伯
奇
、
何
畏
、

陶
晶
孫
、
滕
固
、
周
全
平
、
倪
貽
徳
、
金
女
士
、
王
独
清
、
黄
業
初
、
梁
実
秋
、
厳
良
才
と
い
っ
た
同
人
ら
が
次
々
と
創
作
や
評
論
を
発

表
し
た
。
郁
達
夫
は
、
創
造
社
結
成
当
初
か
ら
一
貫
し
て
中
心
的
な
存
在
で
あ
っ
た
が
、
一
九
二
七
年
一
月
に
国
民
革
命
の
策
源
地
で

あ
っ
た
広
州
の
現
実
を
書
い
た
「
広
州
事
情
」（
『
洪
水
半
月
刊
』
第
三
巻
第
二
十
五
期
）
を
発
表
し
て
同
人
た
ち
の
非
難
を
浴
び
、
同
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年
八
月
に
離
脱
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
た
め
郁
達
夫
が
創
造
社
を
離
脱
す
る
一
九
二
七
年
ま
で
を
、
通
常
創
造
社
の
第
一
期
及
び
第
二
期

と
す
る
こ
と
が
多
い

（
7
）

。
郁
達
夫
の
小
説
に
つ
い
て
も
、
一
九
二
七
年
に
発
表
さ
れ
た
「
過
去
」
を
境
に
時
期
分
け
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

（
8
）

。

本
稿
は
、
先
に
挙
げ
た
創
造
社
の
刊
行
物
を
最
も
網
羅
し
て
い
る
『
創
造
社
資
料

（
9
）

』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
張
資
平
、
郭
沫
若
、
成
仿
吾
、

陶
晶
孫
ら
の
小
説
を
取
り
上
げ
、
郁
達
夫
と
同
じ
く
留
日
経
験
の
あ
る
創
造
社
作
家
に
よ
る
女
性
の
外
見
描
写
を
分
析
・
比
較
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
郁
達
夫
小
説
に
お
け
る
女
性
の
身
体
描
写
を
よ
り
明
確
に
特
徴
づ
け
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
尚
、
考
察
の
対
象
は
創

造
社
の
第
二
期
ま
で
、
即
ち
『
創
造
社
資
料
』
全
十
巻
の
う
ち
第
九
巻
ま
で
に
収
め
ら
れ
て
い
る
小
説
と
す
る
。

二　

創
造
社
作
家
群
に
よ
る
女
性
の
外
見
描
写

『
創
造
社
資
料
』
第
九
巻
ま
で
に
収
め
ら
れ
て
い
る
小
説
の
数
を
見
て
み
る
と
、
郁
達
夫
を
除
い
て
、
張
資
平
が
十
九
篇
で
最
多
、
周

全
平
が
十
二
篇
、
郭
沫
若
と
倪
貽
徳
が
そ
れ
ぞ
れ
九
篇
、
陶
晶
孫
が
六
編
、
滕
固
が
五
篇
、
淦
女
士
が
四
篇
、
成
仿
吾
が
三
篇
、
そ
の
ほ

か
方
光
燾
、
蒋
光
赤
、
段
可
情
、
趙
伯
顔
、
王
独
清
、
白
采
、
敬
隠
漁
、
張
子
三
、
許
傑
、
龔
冰
廬
と
い
っ
た
作
家
が
そ
れ
ぞ
れ
数
篇
あ

る
）
10
（

。
本
章
で
は
こ
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
創
造
社
の
代
表
的
メ
ン
バ
ー
と
さ
れ
て
い
る
張
資
平
、
郭
沫
若
、
成
仿
吾
、
陶
晶
孫
の
小
説
を
中

心
に
、
女
性
の
外
見
描
写
を
そ
れ
ぞ
れ
見
て
み
よ
う

）
11
（

。

（
一
）
張
資
平

張
資
平
（
一
八
九
三
〜
一
九
五
九
）
は
、
東
京
帝
国
大
学
理
学
部
（
地
質
学
）
で
学
ぶ
傍
ら
、
文
学
活
動
に
も
精
力
を
傾
け
た
。『
創

造
社
資
料
』
第
九
巻
ま
で
に
収
め
ら
れ
て
い
る
小
説
は
ほ
か
の
主
要
メ
ン
バ
ー
に
比
べ
て
数
が
多
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
恋
愛
小
説
で
あ

る
た
め
、
女
性
が
必
ず
登
場
す
る
が
、
女
性
の
外
見
描
写
も
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
に
比
べ
て
あ
る
程
度
詳
細
で
あ
る
。
い
く
つ
か
例
を
見
て

み
よ
う
。

①
恩
金
姑
娘
的
双
頬
在
煤
気
灯
白
光
之
下
呈
浅
桃
色―

把
余
約
瑟
的
呼
吸
堵
塞
住
了
的
浅
桃
色
。（
恩
金
譲
の
頬
は
ガ
ス
灯
の
白
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い
光
の
下
で
薄
桃
色―

余
約
瑟
に
息
を
呑
ま
せ
た
薄
桃
色
を
呈
し
て
い
る

）
12
（

。）　

（
「
上
帝
的
児
女
們
」『
創
造
季
刊
』
第
一
巻
第
一
期
、

一
九
二
二
年
）

②
長
濃
的
眉
，
巨
深
的
眼
，
隆
直
的
鼻
，
両
条
紅
色
小
弧
線
囲
着
的
口
，
豊
腴
的
桃
花
的
頬
，
漆
黒
的
前
髪
半
把
前
額
掩
着
。（
長

く
濃
い
眉
、
大
き
く
て
深
い
目
、
高
く
ま
っ
す
ぐ
な
鼻
、
二
本
の
赤
い
小
さ
な
弓
形
の
ラ
イ
ン
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
口
、
ふ
っ
く
ら

と
し
た
桃
色
の
頬
、
真
っ
黒
な
前
髪
が
額
を
半
分
隠
し
て
い
る
。）（
「
愛
之
焦
点
」『
創
造
季
刊
』
第
一
巻
第
四
期
、
一
九
二
三
年
）

③
満
月
般
的
臉
児
，
失
去
了
従
前
所
有
的
，
半
透
明
的
白
玉
色
，
換
上
了
一
重
鉛
華
的
薄
膜
！
桃
色
的
双
頬
，
雖
是
豊
腴
，
但
健
康

的
薔
薇
色
，
早
褪
尽
了
！
黒
漆
似
的
髪
，
梳
上
一
個
很
時
髦
的
髻
児
，
不
編
従
前
的
単
根
辮
子
了
！
明
星
般
的
眼
晴
，
周
囲
加
上
一
対

薄
灰
色
的
圏
帯
了
！
鮮
紅
的
舌
！
鮮
紅
的
唇
！
曾
経
我
接
吻
的
舌
和
唇
！
你
們
也
不
是
従
前
的
了
！
梅
茵
！
你
自
己
果
然
是
幸
福
！
可

是
由
我
均
松
眼
裏
映
出
来
的
梅
茵
，
決
不
是
幸
福
！
梅
茵
！
我
問
你
，
你
的
処
女
美
那
裏
去
了
！
（
満
月
の
よ
う
な
顔
に
は
、
以
前

あ
っ
た
半
透
明
な
白
い
玉
の
色
は
失
わ
れ
、
鉛
粉
の
薄
い
膜
に
替
わ
っ
て
い
る
！
桃
色
の
両
頬
は
ふ
っ
く
ら
と
し
て
は
い
る
が
、
健
康

的
な
薔
薇
色
は
と
う
に
褪
せ
て
い
る
！
黒
い
漆
の
よ
う
な
髪
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
結
び
方
を
し
、
以
前
の
よ
う
な
一
つ
結
び
で

は
な
く
な
っ
た
！
ま
る
で
明
星
の
よ
う
で
あ
っ
た
目
の
周
り
に
は
薄
灰
色
の
ク
マ
が
加
わ
っ
た
！
鮮
や
か
な
赤
色
の
舌
！
鮮
や
か
な
赤

色
の
唇
！
嘗
て
私
が
接
吻
を
し
た
舌
と
唇
！
そ
れ
ら
も
以
前
の
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
！
梅
茵
！
君
は
自
分
で
は
幸
せ
だ
と

思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
僕
均
松
の
目
に
映
る
梅
茵
は
決
し
て
幸
せ
で
は
な
い
！
梅
茵
！
君
の
処
女
の
美
は
ど
こ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た

の
か
！
）（
「
双
曲
線
与
漸
近
線
」『
創
造
季
刊
』
第
二
巻
第
一
期
、
一
九
二
三
年
）

④
桃
色
的
双
頬
，
柔
潤
的
鮮
血
色
的
唇
，
敏
捷
而
巨
大
的
瞳
子
，
富
有
弾
力
的
乳
房
的
輪
廓
，
常
対
他
的
易
起
変
動
的
官
能
刺
戟
。

玉
蘭
不
単
外
観
之
美
能
彀
剃

）
13
（

戟
男
性
，
她
的
内
力
，
富
有
脂
肪
分
的
肉
感
的
想
像
尤
更
易
把
男
性
酔
化
。（
桃
色
の
両
頬
、
み
ず
み
ず

し
い
真
っ
赤
な
唇
、
利
発
で
大
き
な
瞳
、
弾
力
性
に
と
ん
だ
乳
房
の
輪
郭
は
し
ば
し
ば
彼
の
変
動
し
や
す
い
官
能
の
刺
激
と
な
っ
た
。

玉
蘭
は
外
見
の
美
し
さ
で
男
性
を
魅
惑
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
彼
女
の
内
面
の
力
や
脂
肪
分
に
と
ん
だ
肉
感
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
特
に
男

性
を
酔
い
し
れ
さ
せ
た
。）（
「
不
平
衡
的
偶
力
」『
洪
水
半
月
刊
』
第
一
巻
第
十
・
十
一
期
合
刊
、
一
九
二
六
年
）



四
一

郁
達
夫
小
説
に
お
け
る
女
性
身
体
描
写
の
特
色

⑤
半
透
明
的
玉
面
映
着
霞
色
的
頬
，
豊
腴
柔
滑
的
頸
，
白
嫩
的
繊
掌
，
没
有
穿
袜
子
下
面
露
出
了
雪
白
的
半
腿
来
的
脚
。
像
這
様
的

一
個
美
人
還
不
愛
？
像
這
様
的
一
個
美
人
也
会
有
給
人
厭
倦
的
一
天
麼
？
這
無
論
如
何
相
信
不
過
的
。（
半
透
明
な
玉
の
よ
う
な
顔
に

映
え
る
霞
色
の
頬
、
ふ
く
よ
か
で
柔
ら
か
い
首
、
白
く
て
き
め
細
か
い
手
、
靴
下
を
穿
い
て
い
な
く
て
露
わ
に
な
っ
た
雪
の
よ
う
に

真
っ
白
な
脚
。
こ
の
よ
う
な
美
人
を
愛
せ
ず
に
い
ら
れ
よ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
美
人
で
も
飽
き
ら
れ
る
日
が
来
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん

な
の
は
絶
対
に
信
じ
ら
れ
な
い
。）（
「
不
平
衡
的
偶
力
」
）

こ
れ
ら
の
例
を
見
て
み
る
と
、
多
く
描
写
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、
頬
、
髪
、
目
、
唇
、
鼻
な
ど
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
頬
に
関

し
て
は
①
〜
⑤
全
て
に
描
写
が
あ
り
、
①
〜
④
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
女
性
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
桃
色
を
呈
し
た
頬
で
あ
り
、
ふ
っ
く
ら
と

し
て
い
て
健
康
的
で
あ
る
。
ま
た
、
唇
の
描
写
も
多
く
、
そ
れ
ら
は
た
い
て
い
真
っ
赤
な
色
を
呈
し
て
い
る
。「
桃
色
の
両
頬
は
ふ
っ
く

ら
と
し
て
は
い
る
が
、
健
康
的
な
薔
薇
色
は
と
う
に
褪
せ
て
い
た
！
」
と
い
う
描
写
や
「
弾
力
性
に
と
ん
だ
乳
房
の
輪
郭
」、「
脂
肪
分
に

と
ん
だ
肉
感
的
な
イ
メ
ー
ジ
」
か
ら
、
ふ
っ
く
ら
と
し
て
い
て
あ
る
程
度
肉
感
の
あ
る
健
康
的
な
身
体
が
魅
力
的
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
で
は
郁
達
夫
が
よ
く
用
い
る
「
蒼
白
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
描
写
は
ど
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
い
く
つ
か
例
を

挙
げ
る
。

①
她
的
口
唇
也
没
有
点
血
在
流
通
，
臉
色
也
異
常
蒼
白
。（
彼
女
の
唇
も
全
く
血
が
通
っ
て
い
な
い
よ
う
で
、
顔
色
も
異
常
に
蒼
白

で
あ
る
。）（
「
愛
之
焦
点
」
）

②
她
像
死
人
一
般
的
蒼
白
，
也
像
死
人
一
般
的
氷
冷
。（
彼
女
は
ま
る
で
死
人
の
よ
う
に
蒼
白
で
、
ま
た
死
人
の
よ
う
に
冷
た
か
っ

た
。）（
「
愛
之
焦
点
」
）

③
三
十
歳
前
後
，
面
部
稍
痩
削
，
微
帯
蒼
白
色
，
一
見
就
知
道
是
個
神
経
質
很
強
烈
的
婦
人
。（
三
十
歳
前
後
で
、
顔
は
少
し
痩
せ

て
い
て
や
や
蒼
白
で
あ
り
、
一
目
見
た
だ
け
で
す
ぐ
に
神
経
質
な
婦
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。）（
「
回
帰
線
上
」『
創
造
季
刊
』
第

二
巻
第
二
期
、
一
九
二
四
年
）

④
她
近
来
的
臉
色
更
覚
得
蒼
白
了
些
，
又
常
常
説
頭
暈
。
看
她
的
身
体
比
念
書
的
時
候
更
不
行
了
。（
近
頃
の
彼
女
の
顔
色
は
よ
り



四
二

お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報　

第
三
十
三
号

い
っ
そ
う
蒼
白
に
な
っ
た
よ
う
で
、
し
か
も
し
ば
し
ば
頭
が
く
ら
く
ら
す
る
と
言
う
。
彼
女
の
体
は
学
生
時
代
に
比
べ
て
更
に
弱
く

な
っ
た
よ
う
だ
。）（
「C

u
racoa

」『
創
造
月
刊
』
第
一
巻
第
一
期
、
一
九
二
六
年
）

⑤
他
的
腕
撹
囲
着
她
的
蒼
白
色
的
頸
了
，（
後
略
）（
彼
は
腕
を
彼
女
の
蒼
白
な
首
に
回
し
た
）（
「C

u
racoa

」
）

①
〜
④
は
、
い
ず
れ
も
不
健
康
さ
を
描
い
て
は
い
る
が
、
そ
れ
を
美
し
い
と
は
し
て
い
な
い
。
⑤
は
男
性
が
女
性
の
蒼
白
な
首
に
腕
を

回
す
描
写
で
あ
る
が
、
男
性
が
魅
力
を
感
じ
て
い
る
の
は
そ
の
す
ぐ
前
に
あ
る
描
写
「
她
的
紅
唇
！
有
曲
線
美
的
紅
唇
！
未
曾
経
男
性
蹂

躙
的
紅
唇
！
（
彼
女
の
赤
い
唇
！
曲
線
美
の
あ
る
赤
い
唇
！
男
性
か
ら
蹂
躙
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
赤
い
唇
！
）
」
の
部
分
に
あ
る
。
そ
の

赤
色
が
本
来
の
唇
の
色
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
口
紅
を
塗
っ
て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
ど
ち
ら
に
せ
よ
血
行
の
よ
い
赤
い
唇
を

讃
美
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
に
挙
げ
た
例
に
と
ど
ま
ら
ず
、
張
資
平
の
小
説
中
の
女
性
の
外
見
描
写
に
は
、「
桃
色
の
頬
」、「
赤
い
唇
」、

「
曲
線
美
」、「
ふ
く
よ
か
」
と
い
っ
た
表
現
が
目
立
つ
。
張
資
平
の
小
説
に
は
郁
達
夫
の
描
い
た
「
病
的
な
美
」
は
な
く
、「
健
康
体
」
を

美
し
い
と
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
二
）
郭
沫
若

郭
沫
若
（
一
八
九
二
〜
一
九
七
八
）
は
詩
人
や
歴
史
学
者
と
し
て
の
功
績
の
ほ
う
が
大
き
い
が
、
小
説
も
発
表
し
て
い
る
。『
創
造
社

資
料
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
小
説
中
の
女
性
の
外
見
描
写
を
見
て
み
よ
う
。

①
房
中
有
脂
粉
的
濃
香
。
我
們
屏
息
一
会
，
看
護
婦
走
過
来
了
。
她
是
中
等
身
裁
，
繊
巧
的
面
龐
。（
部
屋
に
は
白
粉
の
強
い
香
り

が
漂
っ
て
い
た
。
私
た
ち
が
し
ば
ら
く
息
を
止
め
て
い
る
と
、
看
護
婦
が
や
っ
て
き
た
。
彼
女
は
中
肉
中
背
で
、
端
麗
な
面
差
し
で
あ
っ

た
。）（
「
残
春
」『
創
造
季
刊
』
第
一
巻
第
二
期
、
一
九
二
二
年
）

　

②
她
説
話
的
時
候
，
愛
把
她
的
頭
児
偏
在
一
辺
，
又
時
時
愛
把
她
的
眉
頭
皺
成
「
八
」
字
，
她
的
眼
晴
很
霊
活
，
暈
着
粉
紅
的
両
頬

表
示
出
一
段
処
子
的
誇
耀
。（
彼
女
は
話
を
す
る
と
き
、
よ
く
頭
を
片
方
に
傾
け
、
眉
間
に
八
の
字
の
皺
を
寄
せ
る
。
彼
女
の
目
は
機

敏
で
、
ピ
ン
ク
色
の
頬
に
は
処
女
の
誇
り
が
表
れ
て
い
た
。）（
「
残
春
」
）
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③
她
那
黒
耀
石
般
的
眼
仁
，
好
像
分
外
放
出
了
一
段
光
彩
，（
後
略
）（
彼
女
の
黒
曜
石
の
よ
う
な
目
は
、
こ
と
の
ほ
か
輝
い
て
い
る

よ
う
だ
っ
た
）（
「
残
春
」
）

④
Ｓ
姑
娘
的
面
龐
不
知
道
是
什
麼
縁
故
，
分
外
現
出
一
種
蒼
白
的
顔
色
。（
Ｓ
嬢
の
顔
は
ど
う
い
う
わ
け
か
、
こ
と
の
ほ
か
蒼
白
な

色
に
な
っ
て
い
た
。）（
「
残
春
」
）　

⑤
最
後
她
終
耐
不
過
岑
寂
，
她
把
她
花
芯
般
的
嘴
唇
破
了
：
（
後
略
）（
最
終
的
に
や
は
り
静
寂
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
り
、
彼
女
は

花
の
蕾
の
よ
う
な
唇
を
開
い
た
）（
「
残
春
」
）

⑥
她
的
肉
体
就
好
像
大
理
石
的
彫
像
，
她
軃
着
的
両
肩
，
就
好
像
一
顆
剥
了
殻
的
荔
芰

）
14
（

，
胸
上
的
両
個
乳
房
微
微
向
上
，
就
好
像
両

朶
未
開
苞
的
薔
薇
花
芯
。
我
忙
立
起
身
来
譲
她
坐
，
她
坐
下
，
把
她
一
対
双
子
星
，
円
睜
着
望
着
我
。（
彼
女
の
肉
体
は
ま
る
で
大
理

石
の
彫
像
の
よ
う
で
、
彼
女
の
垂
れ
た
両
肩
は
ま
る
で
殻
を
む
い
た
ラ
イ
チ
の
よ
う
で
、
胸
の
上
の
両
乳
房
は
わ
ず
か
に
上
を
向
き
、

ま
る
で
ま
だ
咲
い
て
い
な
い
二
輪
の
バ
ラ
の
蕾
の
よ
う
で
あ
る
。
私
が
慌
て
て
立
ち
上
が
っ
て
彼
女
を
座
ら
せ
る
と
、
彼
女
は
腰
を
下

ろ
し
て
、
二
つ
の
星
を
丸
く
見
開
い
て
私
の
方
を
見
た
。）（
「
残
春
」
）

　

挙
げ
た
①
〜
⑥
の
例
は
す
べ
て
「
残
春
」
中
の
描
写
で
あ
る
。『
創
造
社
資
料
』
一
〜
九
巻
所
収
の
郭
沫
若
の
小
説
は
九
篇
あ
る
が
、

こ
の
「
残
春
」
以
外
の
小
説
中
に
は
、
女
性
の
身
体
描
写
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
特
に
、
ほ
ぼ
全
て
の
作
品
に
主
人
公
の
妻
が
登
場
す
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
妻
に
関
す
る
外
見
描
写
は
「
一
位
未
満
三
十
的
女
人
（
一
人
の
三
十
歳
未
満
の
女
性
）
」（
「
岐
路
」
一
九
二
四
年
）
や
「
年

軽
的
女
人
（
若
い
女
性
）
」（
「
岐
路
」
）
な
ど
の
よ
う
に
極
め
て
簡
単
で
あ
る
。「
残
春
」
の
①
〜
⑥
の
描
写
も
妻
で
は
な
く
Ｓ
と
い
う
看

護
婦
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
こ
れ
ら
の
稀
少
な
外
見
描
写
を
見
て
み
る
と
、「
ピ
ン
ク
色
の
頬
」
や
「
花
の
蕾
の
よ
う
な

唇
」
の
よ
う
な
描
写
は
張
資
平
の
も
の
と
共
通
す
る
が
、「
目
は
機
敏
で
」、「
黒
曜
石
の
よ
う
な
目
」、「
二
つ
の
星
を
丸
く
見
開
い
て
」
の

よ
う
に
、
目
の
表
情
に
関
す
る
表
現
が
豊
富
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
「
我
七
年
前
最
初
和
她
相
見
的
時
候
，
她

的
眉
間
不
是
有
一
種
聖
潔
的
光
輝
嗎
？
（
七
年
前
初
め
て
彼
女
と
出
会
っ
た
と
き
、
彼
女
の
眉
間
に
は
神
聖
で
清
ら
か
な
輝
き
が
あ
っ
た

で
は
な
い
か
。）
」（
「
岐
路
」
）
や
「
她
的
眼
光
也
分
外
現
出
一
種
歓
娯
的
光
彩
。（
彼
女
の
眼
差
し
も
、
格
別
に
一
種
の
歓
楽
の
光
を
放
っ
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て
い
た
。）
」（
「
聖
者
」
一
九
二
四
年
）、「
她
用
力
把
眼
瞼
睜
開
，
在
唇
辺
浮
着
微
笑
。（
彼
女
は
力
強
く
目
を
見
開
き
、
唇
の
あ
た
り
に

微
笑
み
を
浮
か
べ
た
。）
」（
「
紅
瓜
」
一
九
二
六
年
）
な
ど
と
い
っ
た
表
現
が
見
ら
れ
る
。
実
は
こ
の
Ｓ
嬢
は
結
核
を
患
っ
て
い
る
の
だ
が
、

そ
れ
が
④
の
「
蒼
白
」
の
原
因
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
「
蒼
白
」
さ
を
主
人
公
の
男
性
は
美
し
さ
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
せ
ず
に
、
結
核

で
あ
る
か
ど
う
か
の
診
断
材
料
と
し
て
い
る
。
先
ほ
ど
の
目
の
描
写
と
併
せ
て
見
る
と
、「
病
的
」
を
美
と
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
く
、

む
し
ろ
機
敏
な
目
、
つ
ま
り
活
発
そ
う
な
女
性
を
賛
美
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
三
）
成
仿
吾

成
仿
吾
（
一
八
九
七
〜
一
九
八
四
）
の
小
説
は
三
篇
し
か
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
次
に
引
用
す
る
描
写
を
除
け
ば
、
女
性
の
外
見
描
写

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

碧
湘
是
一
個
很
美
的
女
孩
児
（
我
這
様
称
她
，
因
為
她
是
那
般
天
真
爛
漫
的
！
）
可
是
她
的
美
不
是
那
一
見
便
能
使
人
驚
倒
的
種
類
，

不
是
那
見
了
便
要
求
我
們
驚
嘆
的
種
類
，
也
不
是
那
太
陽
一
般
，
使
我
們
不
能
正
視
的
種
類
。
她
的
生
理
的
発
達
是
很
調
和
的
，
很
和

音
節
的
；
她
的
美
不
在
這
一
部
分
，
那
一
部
分
的
特
別
的
発
達
，
就
在
她
全
身
的
曲
面
与
色
彩
的
合
奏
，
她
臉
上
那
豊
満
的
肉
与
匀
潤

的
微
紅
，
時
常
帯
着
肥
美
的
微
笑
在
反
映
着
她
内
心
的
純
美
。
不
寛
不
厚
的
腰
囲
很
円
満
的
小
腿
与
那
多
一
分
過
長
，
少
一
分
過
短
的

天
足
，
看
了
使
我
時
常
覚
得
一
種
動
力
的
快
感
，
痙
攣
一
般
地
在
我
身
中
飛
躍
。
她
的
行
動
是
很
活
溌
的
，
她
的
声
音
是
很
音
楽
的
，

她
的
心
情
是
很
愉
快
的
，
平
和
的
，
所
以
我
従
她
那
澄
碧
的
眼
晴
，
可
以
看
出
一
個
更
美
的
宇
宙
，
更
深
的
存
在―

―

她
的
美
是
這
般

的
。（
碧
湘
は
と
て
も
美
し
い
少
女
で
あ
る
（
私
が
こ
の
よ
う
に
彼
女
を
呼
ぶ
の
は
、
彼
女
が
あ
ん
な
に
も
天
真
爛
漫
だ
か
ら
で
あ
る
！
）

だ
が
彼
女
の
美
し
さ
は
、
ひ
と
目
見
た
だ
け
で
驚
倒
す
る
よ
う
な
美
し
さ
で
は
な
い
。
一
目
見
た
だ
け
で
驚
嘆
す
る
よ
う
な
美
し
さ
で

も
な
け
れ
ば
、
太
陽
の
よ
う
に
正
視
で
き
な
い
美
し
さ
で
も
な
い
。
彼
女
の
生
理
的
な
発
達
は
非
常
に
調
和
が
と
れ
て
い
て
、
リ
ズ
ミ

カ
ル
で
あ
る
。
彼
女
の
美
し
さ
は
こ
の
部
分
あ
の
部
分
の
格
別
な
発
達
に
有
る
わ
け
で
は
な
く
、
全
身
の
曲
面
と
色
彩
の
調
和
に
あ
る
。

彼
女
の
顔
の
ふ
っ
く
ら
と
し
た
肉
と
均
一
で
光
沢
の
あ
る
う
っ
す
ら
と
し
た
赤
色
は
、
い
つ
も
豊
か
な
微
笑
み
を
伴
っ
て
彼
女
の
心
の
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純
粋
な
美
し
さ
を
映
し
出
し
て
い
る
。
太
く
も
な
く
厚
く
も
な
い
ウ
エ
ス
ト
に
と
て
も
丸
み
の
あ
る
ふ
く
ら
は
ぎ
、
大
き
す
ぎ
ず
小
さ

す
ぎ
ず
の
纏
足
を
し
て
い
な
い
足
、
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
私
は
よ
く
一
種
の
動
力
の
快
感
が
、
痙
攣
の
ご
と
く
私
の
体
内
で
ジ
ャ
ン
プ

し
て
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ
る
。
彼
女
の
行
動
は
と
て
も
活
発
で
、
声
は
音
楽
の
よ
う
で
、
心
は
と
て
も
愉
快
で
穏
や
か
な
の
で
、
私

は
彼
女
の
あ
の
澄
ん
だ
目
か
ら
、
ひ
と
つ
の
よ
り
美
し
い
宇
宙
、
よ
り
深
い
存
在
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
女
の
美
し
さ
は
こ
の
よ

う
な
も
の
な
の
で
あ
る
。）（
「
灰
色
的
鳥
」『
創
造
季
刊
』
第
一
巻
第
三
期
、
一
九
二
二
年
）

　

引
用
し
た
描
写
で
は
、
ま
ず
碧
湘
と
い
う
女
性
が
と
て
も
美
し
い
と
言
い
切
っ
て
、
そ
の
美
し
さ
が
ど
の
よ
う
な
種
類
の
も
の
な
の
か

を
説
明
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
「
病
的
な
美
」
は
皆
無
で
、
成
熟
し
た
女
性
の
ふ
く
よ
か
で
あ
り
な
が
ら
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
身
体
の
様

子
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
四
）
陶
晶
孫

陶
晶
孫
（
一
八
九
七
〜
一
九
五
二
）
の
小
説
は
六
篇
収
め
ら
れ
て
お
り
、
女
性
の
外
見
に
関
す
る
描
写
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
簡
潔
で
あ
る
。
次
に
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
る
。

①
細
長
而
清
爽
，
万
事
精
明
的―

此
外
没
有
字
来
可
以
形
容
的
美
的T

osh
iko

先
生
！
（
ほ
っ
そ
り
と
し
て
爽
や
か
、
万
事

に
頭
が
切
れ
る―

こ
れ
以
外
に
形
容
の
し
よ
う
が
な
い
美
し
いT

osh
iko

先
生
！
）（
「
木
犀

）
15
（

」『
創
造
季
刊
』
第
一
巻
第
三
期
、

一
九
二
二
年
）

②
回
去
的
時
候
，
先
生
的
眼
晴
一
面
分
外
放
出
了
種
光
輝
，
把
雪
一
様
白
的
頸
子
伸
過
金
色
的
欄
杆
上
来
望
送
着
。（
帰
る
と
き
、

先
生
は
目
を
こ
と
の
ほ
か
輝
か
せ
な
が
ら
、
雪
の
よ
う
に
白
い
首
を
金
色
の
手
す
り
の
上
に
伸
ば
し
て
見
送
っ
て
い
た
。）（
「
木
犀
」
）

③
她
的
很
濃
的
眉
下
的
黒
眼
晴
在
向
上
看
他―

（
後
略
）（
彼
女
の
濃
い
眉
の
下
に
あ
る
黒
い
目
が
彼
を
見
上
げ
た
）（
「
音
楽
会

小
曲
」『
創
造
月
刊
』
第
一
巻
第
七
期
、
一
九
二
七
年
）

④
她
的
耳
上
有
巻
髪
在
微
動
，
她
的
身
体
的
柔
軟
弾
力
衝
着
他
的
肩
上
。（
彼
女
の
耳
元
で
は
カ
ー
ル
し
た
髪
が
わ
ず
か
に
動
き
、
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彼
女
の
体
の
柔
ら
か
い
弾
力
性
が
彼
の
肩
に
押
し
寄
せ
た
。）（
「
両
姑
娘
」『
創
造
月
刊
』
第
一
巻
第
七
期
、
一
九
二
七
年
）

⑤
她
是
肥
胖
身
体
，
厚
唇
，
用
粘
性
声
音
向
同
乗
的
姑
娘
講
話
，
不
過
那
時
候
的
肥
胖
和
此
刻
的
肥
胖
，
在
風
味
上
大
有
不
同
了
。

（
彼
女
は
ふ
く
よ
か
な
身
体
、
厚
い
唇
で
、
粘
り
気
の
あ
る
声
で
同
乗
し
て
い
た
少
女
に
話
し
か
け
て
い
た
が
、
あ
の
頃
の
ふ
く
よ
か

さ
と
こ
の
時
の
ふ
く
よ
か
さ
は
風
味
の
上
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。）（
「
両
姑
娘
」
）

①
で
は
、T

osh
iko

先
生
が
形
容
し
が
た
い
ほ
ど
美
し
い
と
言
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
美
し
い
か
は
詳
し
く
描
か
れ
て
お
ら
ず
、

読
者
に
と
っ
て
は
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
に
く
い
。
②
以
降
は
比
較
的
具
体
的
で
あ
り
、
や
は
り
前
の
三
人
の
作
家
と
同
じ
く
力
強
い
目
や
弾

力
の
あ
る
豊
満
な
身
体
を
描
い
て
い
る
。

三　

郁
達
夫
小
説
と
の
比
較
お
よ
び
「
病
的
な
美
」
に
つ
い
て

以
上
、
張
資
平
、
郭
沫
若
、
成
仿
吾
、
陶
晶
孫
の
『
創
造
社
資
料
』
第
九
巻
ま
で
に
収
め
ら
れ
て
い
る
小
説
中
の
女
性
描
写
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
見
て
き
た
が
、
郁
達
夫
の
そ
れ
と
ど
の
よ
う
な
相
違
点
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

一
番
大
き
な
違
い
は
、
女
性
描
写
の
量
、
つ
ま
り
詳
細
さ
で
あ
る
。
郁
達
夫
が
、
登
場
す
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
女
性
に
基
本
的
に
最
初
に

登
場
し
た
時
点
で
、
何
ら
か
の
外
見
描
写
を
施
し
て
い
る
の
に
対
し
、
今
回
比
較
対
象
と
し
た
四
人
の
作
家
は
、
女
性
の
外
見
に
関
し
て

の
描
写
が
少
な
い
。
郭
沫
若
の
小
説
に
登
場
す
る
主
人
公
の
妻
に
至
っ
て
は
、
描
写
が
全
く
な
い
。
つ
ま
り
女
性
の
外
見
描
写
に
重
き
を

置
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
四
人
の
作
家
た
ち
に
と
っ
て
、
女
性
の
外
見
は
小
説
に
お
い
て
あ
ま
り
重
要
で
は
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
が
言
え
る
。

次
に
、「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
郁
達
夫
小
説
に
お
け
る
女
性
の
身
体
描
写
に
は
「
顔
の
西
洋
化
」
お
よ
び
「
病
的
な
美
」

と
い
う
二
つ
の
大
き
な
特
徴
が
あ
っ
た
。
こ
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
張
・
郭
・
成
・
陶
の
四
人
の
作
家
は
い
ず
れ
も
目
、
鼻
、
口
を
描
写

し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
を
郁
達
夫
の
よ
う
に
西
洋
化
さ
せ
て
は
い
な
い
。
目
の
描
写
が
多
い
が
、
目
そ
の
も
の
が
大
き
い
と
は
せ
ず
、
目

の
動
き
や
輝
き
、
ま
た
目
を
大
き
く
見
開
く
と
い
っ
た
描
写
が
主
で
あ
る
。
張
資
平
の
例
に
「
大
き
く
て
深
い
目
、
高
く
ま
っ
す
ぐ
な
鼻
」
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郁
達
夫
小
説
に
お
け
る
女
性
身
体
描
写
の
特
色

お
よ
び
「
利
発
で
大
き
な
瞳
」
と
い
っ
た
描
写
が
見
ら
れ
る
が
、
十
九
篇
の
小
説
の
中
で
わ
ず
か
こ
の
二
例
の
み
で
あ
り
、
郁
達
夫
の
小

説
ほ
ど
「
顔
の
西
洋
化
」
が
顕
著
で
は
な
く
、
作
者
が
意
識
的
に
顔
を
西
洋
化
さ
せ
て
描
い
て
い
た
と
は
言
え
な
い
。「
病
的
な
美
」
も

ほ
ぼ
皆
無
で
、
逆
に
曲
線
美
を
と
も
な
っ
た
ふ
く
よ
か
な
身
体
か
ら
醸
し
出
さ
れ
る
「
健
康
美
」
が
圧
倒
的
に
多
く
描
か
れ
て
い
る
。
真
っ

赤
な
色
の
唇
も
健
康
的
で
あ
る
こ
と
を
表
す
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
張
資
平
と
郭
沫
若
の
小
説
中
に
は
「
蒼
白
」
や
「
痩
せ
て
い
る
」

な
ど
の
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
決
し
て
美
し
さ
を
強
調
す
る
た
め
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
人
物
が
病
気
で
あ
る
こ
と

を
表
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

な
ぜ
、
四
人
の
小
説
で
は
女
性
を
健
康
的
に
描
い
て
、
そ
れ
を
美
し
い
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
日
本

に
お
い
て
、
健
康
で
あ
る
こ
と
が
理
想
と
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
井
上
章
一
に
よ
る
と
、
一
九
二
〇

年
代
以
降
、「
健
康
美
人
」
と
い
う
言
葉
が
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

）
16
（

。
ま
た
、
中
国
で
も
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
は
頻
繁
に

健
康
美
が
謳
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
健
康
美
」
の
描
写
は
こ
れ
ら
の
社
会
的
な
風
潮
に
合
致
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
郁
達
夫

小
説
に
お
い
て
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
「
病
的
な
美
」
が
減
少
し
て
い
く
理
由
と
よ
く
似
て
い
る
。

で
は
こ
の
郁
達
夫
小
説
に
お
け
る
「
病
的
な
美
」
の
正
体
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
蔡
震
は
『
郭
沫
若
与
郁
達
夫
比
較
論
』
の
中
で
、
西

洋
の
美
学
理
論
の
概
念
に
基
づ
け
ば
、
郭
沫
若
は
「
崇
高
」
に
重
き
を
置
き
、
郁
達
夫
は
「
優
美
」
に
重
き
を
置
く
と
し
て
、
こ
の
両
者

の
美
学
は
中
国
の
伝
統
的
な
美
学
区
分
に
よ
れ
ば
「
陽
剛
之
美
」
と
「
陰
柔
之
美
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る

）
17
（

。
こ
れ
は
そ

の
ま
ま
両
者
の
女
性
描
写
に
も
当
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。
郁
達
夫
の
美
学
が
「
陰
柔
之
美
」
で
あ
る
要
因
の
ひ
と
つ
に
は
、
彼
の
気
質
や
経

歴
が
関
係
し
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
三
歳
で
父
親
を
亡
く
し
、
二
人
の
兄
は
遠
く
離
れ
た
私
塾
に
通
っ
て
お
り
、
祖
母
は
い
つ

も
念
仏
を
唱
え
て
お
り
、
母
親
は
父
親
の
死
後
、
秋
に
な
る
と
父
親
に
代
わ
っ
て
ア
ワ
を
取
り
立
て
に
行
く
た
め
家
を
空
け
る
こ
と
が
多

く
、
孤
独
な
幼
少
期
で
あ
っ
た
と
郁
達
夫
は
自
伝
で
振
り
返
っ
て
い
る

）
18
（

。
ま
た
、
郁
達
夫
自
身
幼
い
こ
ろ
か
ら
病
弱
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
彼
の
感
傷
的
な
気
質
の
成
因
で
あ
り
、
そ
の
経
歴
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
「
病
的
な
美
」
を
美
し
い
と
す

る
審
美
観
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
に
加
え
て
「
は
じ
め
に
」
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
西
洋
の
ロ
マ
ン
主
義
を
受
容
し
て
、
一
九
二
〇
年
代
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前
半
の
小
説
に
お
け
る
女
性
描
写
に
そ
の
審
美
観
が
よ
く
反
映
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
九
二
〇
年
代
後
半
よ
り
「
病
的
な
美
」
が
減
少
す
る
よ
う
に
な
る
現
象
は
、
先
に
言
及
し
た
よ
う
に
健
康
美
が
賛
美
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
時
代
背
景
に
加
え
、
郁
達
夫
が
政
治
に
関
心
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
と
も
重
な
る
。
李
麗
君
は
論
文
「
郁
達
夫
の
『
左
翼

化
』
問
題
に
関
す
る
考
察

）
19
（

」
で
、
郁
達
夫
の
文
筆
活
動
を
、「
一
九
二
〇
年
代
半
ば
頃
ま
で
は
、
自
ら
の
実
生
活
や
心
境
表
現
を
中
心
と

し
た
文
学
創
作
や
文
芸
問
題
に
つ
い
て
の
発
言
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
一
連
の
作
品
に
は
、
社
会
的
不
安
、
不
遇
の
様
子
、

物
質
生
活
の
困
窮
、
個
人
の
精
神
的
苛
立
ち
の
訴
え
や
叫
び
が
作
品
の
基
調
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
極
め
て
感
傷
的
絶
望
的
か
つ
自
暴

自
棄
的
な
調
子
で
『
展
示
』
さ
れ
、
情
緒
性
に
あ
ふ
れ
、『
頽
廃
』
と
も
評
さ
れ
る
郁
達
夫
の
作
家
像
を
示
し
て
い
る
」
と
し
た
う
え
で
、

一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
や
「
国
民
政
府
」
の
樹
立
（
一
九
二
五
年
七
月
）、「
北
伐
戦
争
」（
一
九
二
六

年
七
月
）
な
ど
の
社
会
情
勢
に
影
響
さ
れ
、
政
治
に
強
い
関
心
を
示
し
、「
そ
れ
ま
で
の
社
会
の
混
迷
や
個
人
生
活
の
困
窮
に
対
す
る
漠

然
と
し
た
不
満
を
漏
ら
す
の
と
は
違
っ
て
、
か
つ
て
な
い
鮮
明
な
批
判
意
識
を
も
っ
て
、
政
局
へ
の
批
評
・
批
判
を
積
極
的
か
つ
大
胆
に

行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
拙
論
「
郁
達
夫
小
説
中
の
女
性
表
象
」
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
郁
達
夫
小
説
に
お
け

る
女
性
の
「
病
的
な
美
」
が
小
説
の
感
傷
性
を
直
接
強
め
て
い
た
、
あ
る
い
は
強
め
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
政
治
に
強

い
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
、
作
品
に
お
け
る
感
傷
性
が
郁
達
夫
に
と
っ
て
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

か
。
こ
こ
に
女
性
描
写
の
転
換
、
ひ
い
て
は
思
想
の
転
換
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
代
わ
り
に
描
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
健
康
美
を
有
す
る
女
性
の
多
く
が
い
わ
ゆ
る
「
妖
婦
型

）
20
（

」
で
あ
り
、
そ
の
「
妖
婦
型
」
の
女
性
た
ち
に
翻
弄
さ
れ
る
男
性

主
人
公
が
憐
れ
で
あ
る
と
い
う
、
結
局
は
ス
ト
ー
リ
ー
に
感
傷
性
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
見
る
と
、
ど
ち
ら
も
本
質
的
に
は
「
感
傷
的
」

で
あ
り
「
陰
柔
之
美
」
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

創
造
社
の
ほ
か
の
作
家
た
ち
の
作
品
に
は
最
初
か
ら
「
健
康
美
」
が
描
か
れ
て
お
り
、
郁
達
夫
の
小
説
に
だ
け
「
病
的
な
美
」
が
描
か

れ
た
の
は
、
両
者
の
審
美
観
が
初
め
か
ら
異
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
こ
と
が
最
大
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
最
初
か
ら
ほ
か
の

作
家
た
ち
と
女
性
の
描
き
方
が
異
な
る
こ
と
は
、
ま
る
で
の
ち
に
郁
が
ほ
か
の
作
家
た
ち
と
衝
突
し
、
創
造
社
を
離
脱
す
る
こ
と
に
な
る



四
九

郁
達
夫
小
説
に
お
け
る
女
性
身
体
描
写
の
特
色

こ
と
を
予
言
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
も
あ
る
。

四　

お
わ
り
に

郁
達
夫
の
小
説
で
は
、
創
造
社
の
ほ
か
の
作
家
に
比
べ
て
女
性
描
写
が
細
か
く
、
女
性
の
「
顔
の
西
洋
化
」
も
「
病
的
な
美
」
も
郁
達

夫
小
説
特
有
の
特
色
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
今
回
取
り
上
げ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
、
張
資
平
、
郭
沫
若
、
成
仿
吾
、
陶

晶
孫
以
外
の
ほ
か
の
創
造
社
作
家

）
21
（

の
小
説
に
も
「
顔
の
西
洋
化
」
お
よ
び
「
病
的
な
美
」
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
特
に
「
病
的
な
美
」
に

関
し
て
は
、
張
・
郭
・
成
・
陶
の
四
人
同
様
、
や
は
り
肉
付
き
の
よ
い
健
康
的
な
女
性
の
描
写
が
目
立
っ
た
。
一
方
で
、
男
性
の
登
場
人

物
に
関
し
て
は
、
郁
達
夫
の
小
説
に
限
ら
ず
、
ほ
か
の
作
家
に
も
共
通
し
て
「
痩
せ
た
」
や
「
蒼
白
」
な
ど
と
い
っ
た
描
写
が
目
立
っ
た

こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
現
象
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
な
に
か
。
ま
た
、
郁
達
夫
の
小
説
に
は
創
造
社
か
ら
の
離
脱
に
よ
る
女

性
描
写
の
変
化
は
見
ら
れ
る
の
か
。
さ
ら
に
、「
顔
の
西
洋
化
」
か
ら
は
郁
達
夫
の
白
人
崇
拝
の
傾
向
が
見
ら
れ
、
小
説
中
に
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
文
字
を
多
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

注
（
１
） 　

拙
論
「
郁
達
夫
小
説
中
の
女
性
表
象
」（
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
第
三
十
一
号
、

二
〇
一
二
年
）
五
七
頁
〜
七
一
頁
。

（
２
） 　

胡
金
定
『
郁
達
夫
研
究
』（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
八
四
頁
。

（
３
） 　

福
田
眞
人
『
結
核
と
い
う
文
化―

―

病
の
比
較
文
化
史
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
一
年
）
一
六
一
〜
一
八
五
頁
を
参
照
。

（
４
） 　

井
上
章
一
『
美
人
論
』（
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
一
九
九
一
年
）
一
六
二
頁
〜
一
六
三
頁
。

（
５
） 　

張
競
『
美
女
と
は
何
か―

―

日
中
美
人
の
文
化
史
』（
晶
文
社
、
二
〇
〇
一
年
）
九
〇
頁
〜
九
四
頁
。

（
６
） 　

一
九
一
五
年
〜
一
九
三
一
年
ま
で
刊
行
さ
れ
た
『
婦
女
雑
誌
』
に
は
た
び
た
び
女
子
の
健
康
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、「
漫



五
〇

お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報　

第
三
十
三
号

画
会
」
の
雑
誌
『
上
海
漫
画
』（
一
九
二
八
年
〜
一
九
三
〇
年
）
に
は
十
一
期
〜
九
十
八
期
に
か
け
て
「
世
界
人
体
之
比
較
」
が
連
載
さ
れ
、

白
人
女
性
が
最
も
美
し
い
と
さ
れ
、
曲
線
美
の
あ
る
健
康
的
な
身
体
が
理
想
と
さ
れ
た
。

（
７
） 　
『
創
造
社
資
料
』「
序
言
」
に
よ
れ
ば
、
第
一
期
は
創
造
社
成
立
の
翌
年
一
九
二
二
年
五
月
に
、
機
関
誌
『
創
造
季
刊
』
を
発
刊
し
た
の
を

最
初
に
、『
創
造
週
報
』、『
創
造
日
』
を
相
次
い
で
刊
行
し
た
時
期
。
第
二
期
は
、
第
一
期
の
刊
行
物
が
二
三
年
冬
か
ら
二
四
年
夏
に
か
け
て

相
次
い
で
停
刊
し
た
あ
と
、
一
九
二
五
年
九
月
『
洪
水
』
が
〝
復
活
宣
言
〞
を
し
、
翌
二
六
年
に
は
創
造
社
出
版
部
が
作
ら
れ
、『
創
造
月
刊
』

そ
の
他
が
刊
行
さ
れ
た
時
期
。
第
三
期
は
、
二
七
年
、
内
部
紛
争
に
よ
り
郁
達
夫
の
離
脱
な
ど
が
あ
っ
た
あ
と
、
一
九
二
八
年
一
月
、
馮
乃

超
ら
を
中
心
に
『
文
化
批
判
』
を
発
刊
し
た
頃
か
ら
二
九
年
二
月
解
散
ま
で
の
時
期
。
な
お
、
前
期
（
一
九
二
一
年
〜
一
九
二
四
年
五
月
）

と
後
期
（
一
九
二
四
年
六
月
〜
一
九
二
九
年
二
月
）
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

（
８
） 　

郁
達
夫
の
一
九
二
七
年
二
月
五
日
の
日
記
（『
郁
達
夫
全
集
』
浙
江
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
、
第
五
巻
、
一
〇
三
頁
）
に
よ
れ
ば
、
周

作
人
か
ら
「
過
去
」
が
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
と
な
ら
ぶ
傑
作
で
あ
り
、
女
性
描
写
に
独
特
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
作
風
が
変
化
し
た
旨
の
書
簡

が
届
く
。

（
９
） 　

全
十
巻
、
中
国
研
究
文
献
二
、
伊
藤
虎
丸
編
、
ア
ジ
ア
出
版
、
一
九
七
九
年
。
同
資
料
に
は
、
刊
行
当
初
に
お
い
て
日
本
国
内
で
見
る
こ

と
の
で
き
る
第
一
期
及
び
第
二
期
創
造
社
（
注
（
７
）
を
参
照
）
の
機
関
誌
の
す
べ
て
が
影
印
版
で
収
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
に
お
い
て
も

創
造
社
の
刊
行
物
を
最
も
網
羅
し
て
収
録
し
て
い
る
資
料
で
あ
る
と
言
え
る
。
所
収
の
雑
誌
名
・
巻
号
は
以
下
の
通
り
：
『
創
造
季
刊
』
第

一
巻
第
一
期
〜
第
四
期
・
第
二
巻
第
一
期
〜
第
二
期
（
一
九
二
二
年
三
月
〜
一
九
二
四
年
二
月
）・
第
一
巻
第
一
期
再
版
（
一
九
二
三
年
六
月
）

／
『
創
造
週
報
』
第
一
期
〜
第
五
十
二
期
（
一
九
二
三
年
五
月
〜
一
九
二
四
年
五
月
）
／
『
創
造
日
』
第
一
期
〜
第
一
〇
〇
期
（
一
九
二
三

年
七
月
二
十
一
日
〜
十
月
三
十
一
日
）
／
『
洪
水
週
刊
』
第
一
期
（
一
九
二
四
年
八
月
二
十
日
）
／
『
洪
水
半
月
刊
』
第
一
巻
第
一
期
〜

十
二
期
（
一
九
二
五
年
九
月
一
日
〜
一
九
二
六
年
三
月
一
日
）・
第
二
巻
第
十
三
期
〜
第
二
十
四
期
（
一
九
二
六
年
三
月
〜
十
二
月
）
／
『
洪

水
週
年
増
刊
』（
一
九
二
六
年
十
二
月
）
／
『
創
造
月
刊
』
第
一
巻
第
一
期
〜
十
二
期
（
一
九
二
六
年
三
月
十
六
日
〜
一
九
二
八
年
七
月
十
日
）・

第
二
巻
第
一
期
〜
第
四
期
（
一
九
二
八
年
八
月
十
日
〜
一
九
二
八
年
十
一
月
十
日
）
／
『
新
消
息
』
創
刊
号
（
一
九
二
七
年
三
月
十
九
日
）。



五
一

郁
達
夫
小
説
に
お
け
る
女
性
身
体
描
写
の
特
色

尚
、
同
資
料
に
は
『
創
造
月
刊
』
第
二
巻
第
五
号
・
第
六
号
や
『
洪
水
半
月
刊
』
第
三
巻
（
第
二
十
五
期
〜
三
十
六
期
）
な
ど
の
欠
号
が
あ

り
、後
に
『
創
造
社
資
料
補
巻
』
や
影
印
本
な
ど
で
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、今
回
取
り
上
げ
た
四
人
の
作
家
の
小
説
の
掲
載
は
な
か
っ
た
た
め
、

本
稿
で
は
『
創
造
社
資
料
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
資
料
に
限
っ
て
考
察
を
進
め
た
。
ま
た
、
欠
号
の
ほ
か
に
、
目
録
類
や
他
の
雑
誌
に
載
っ

た
広
告
等
で
そ
の
存
在
を
知
る
の
み
の
創
造
社
の
刊
行
物
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
大
部
分
は
第
三
期
創
造
社
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

本
稿
で
は
考
察
の
対
象
外
と
し
た
。

（
10
） 　

作
品
の
後
ろ
に
括
弧
で
小
説
と
明
記
し
て
あ
る
も
の
以
外
に
も
、
明
ら
か
に
小
説
で
あ
る
と
筆
者
が
判
断
し
た
も
の
も
含
む
。
ま
た
、
続

編
も
一
篇
と
し
て
数
え
た
。
具
体
的
に
は
、
張
資
平
十
九
篇
の
う
ち
続
篇
が
四
篇
、
周
全
平
十
二
篇
の
う
ち
続
編
が
二
篇
、
倪
貽
徳
九
編
の

う
ち
続
篇
が
三
篇
、
陶
晶
孫
六
編
の
う
ち
続
編
が
一
編
、
滕
固
五
編
の
う
ち
続
篇
が
一
篇
。

（
11
） 　

鄭
伯
奇
も
創
造
社
の
代
表
的
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
が
、『
創
造
社
資
料
』
第
一
〜
九
巻
に
は
、
主
に
論
説
や
雑
記
が
多
く
、
小
説
は
一
篇
も
収

め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

（
12
） 　

本
稿
の
日
本
語
訳
は
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
13
） 　

お
そ
ら
く
「
刺
」
の
誤
植
と
思
わ
れ
る
。

（
14
） 　

お
そ
ら
く
「
枝
」
の
誤
植
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
15
） 　

原
文
は
日
本
語
で
、
郭
沫
若
が
中
国
語
に
訳
し
た
。

（
16
） 　

井
上
章
一
『
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
「
美
人
論
」
の
変
遷
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）
二
二
七
頁
。

（
17
） 　

蔡
震
『
郭
沫
若
与
郁
達
夫
比
較
論
』（
陜
西
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
二
九
二
頁
。

（
18
） 　
『
郁
達
夫
全
集
』（
浙
江
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
第
四
巻
、
二
六
〇
頁
。

（
19
） 　

李
麗
君
「
郁
達
夫
の
『
左
翼
化
』
問
題
に
関
す
る
考
察
」（
同
志
社
女
子
大
学
教
育
・
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
『
同
志
社
女
子
大
学
学
術
研
究

年
報
』
第
五
十
九
巻
、
二
〇
〇
八
年
）
七
九
頁
〜
八
七
頁
。

（
20
） 　

郁
達
夫
小
説
に
お
け
る
女
性
像
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
登
場
す
る
女
性
を
「
天
使
型
」
／
「
妖
婦
型
」
や
「
聖
女
型
」
／
「
妖
婦
型
」



五
二

お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報　

第
三
十
三
号

な
ど
に
分
類
す
る
も
の
が
多
い
。

（
21
） 　

今
回
は
『
創
造
社
資
料
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
小
説
の
全
て
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
張
・
郭
・
成
・
陶
の
四
人
以
外
に
、

作
品
数
の
多
か
っ
た
周
全
平
（
十
二
篇
）、
倪
貽
徳
（
九
篇
）、
滕
固
（
五
篇
）、
淦
女
士
（
四
篇
）
の
作
品
（
小
説
）
を
閲
し
た
。

 

（
は
ん　

ぶ
ん
れ
い
・
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）　




